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研究成果の概要（和文）：本研究では談話における分裂文に見られる認知的・語用論的特性を関

連性理論，及び認知言語学の観点から明らかにし，英語分裂文の談話における機能と解釈に関

わる推論過程の解明を試みた。その結果、次の成果を得ることができた。(i) 総記的含意は言語

規約的含意であるという立場は支持することができない。(ii) 日本語の｢の(だ)｣構文と英語の

It is that 節構文が持つ談話機能の本質的な特性とその存在意義を語用論の枠組みから明らか

にした。 
 
 
研究成果の概要（英文）：This research has investigated discourse functions of English cleft 

sentences and inference processes of their interpretations in discourse. The main outcomes 

obtained are (i) that the exhaustiveness implicatures appears to be conversational impli-

catures rather than conventional ones; (ii) that reviewing Otake (2009), and his claim that 

information in the speaker’s store of knowledge plays a crucial role in the interpretation of 

the It is that-construction, and that his claim that the no da-construction and its English 

counterparts can be analyzed in terms of the dichotomy of perception and cognition can be 

tenable.  
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言語規約的含意、関連性理論 
 
１．研究開始当初の背景 

これまで文法の問題として扱われてきた項

目の中には、発話場面や文脈などの語用論的

要因、及びこれに基づく推論等の要因を考慮

しない限り一般的な説明ができない現象が

含まれている。とくに it 分裂文や疑似分裂

文などの有標構文は、話し手・聞き手の背景

知識に基づく「会話の含意」や推論過程が複

雑に関与するため、その機能と解釈に関して

語用論や機能文法、あるいは認知言語学の枠

組みにおいても本格的な研究がなされてお

らず、依然として一致した見解が得られない

のが研究開始当初の背景である。 

 
２．研究の目的 

(1)本研究では、分裂文に関して、生成文法

における先行研究で明らかにされた統語的

制約をふまえ、機能文法、関連性理論、及び

認知言語学の成果を取り入れた認知語用論

の観点から、新たに談話における分裂文を分

析、考察する。 

(2)it 分裂文、疑似分裂文、It is that 節構

文、及び日本語のハ分裂文、ガ分裂文、｢の

(だ)｣構文を取り上げ、それぞれの構文の談

話における認知的、語用論的機能と特性、談

話における推論メカニズム等について、統語

的制約と語用論的要因の関わり方、等々につ

いて個別に明らかにする。 

(3)個々の成果を有機的に結びつけることに

より、従来の枠組みでは得られなかった新し

い知見を得て、これらの分裂文に共通する談

話機能の特性とその存在意義を明らかにし、

談話における分裂文の認知プロセスと推論

メカニズムの全容を総合的にとらえ、文法と

談話の接点の姿を明らかにしようとするも

のである。 
３．研究の方法 

本研究は、文献による理論研究、言語資料の収集

と分析、及び談話における分裂文のデータベ

ース作成、の三つの方法によって進められる。 

(1) 分裂文に関して、生成文法、関連性理論、

認知言語学、及び機能文法のそれぞれの枠組

みにおける先行研究を総括する。そのために

これらの分野における従来の研究文献を包

括的に調査する。 

(2) 言語資料の収集は①調査票に基づくア

ンケート調査、②英字新聞、英文雑誌、英米

文学作品、③電子コーパス、及びインターネ

ット上の言語資料集から収集する。 

(3) 収集した分裂文の用例はデータベース

ソフトを用いて分類・整理し、キーワード検

索処理をした上でデータベースを作成する。 

 
４．研究成果 

(1) 分裂文という有標構文に見られる文法

的な特徴について考察し、恣意的であると思

われている統語構造も、談話での使用という

機能的な要因を受けて再構築される可能性

があることを明らかにし、文法と談話は相互

に依存関係にあることを示すという当初の

目的を達成することができた。 

(2) 総記的含意は言語規約的含意ではなく、

会話の含意であることを明らかにした。 

(3)日本語の｢の(だ)｣構文と英語の It is 

that 節構文が持つ談話機能の本質的な特性

とその存在意義を語用論の枠組みから明ら

かにした。 

(4) 従来、文法と談話という 2 つの領域は、

互いに独立した領域と考えられてきたが、人

間の言語運用の場面では、文法による規制と

談話からの要請との軋轢が文法体系の再構

築を迫る圧力となる事例も少なくはない。本

研究課題の今後の推進法策としては、文法に

よる統語的規制に対して、話し手・聞き手・

場面という語用論的要因からの要請がどの



 

 

ように関わっているか、いわば文法と談話の

接点の姿をさらに詳細に明らかにすること

により、今後の自然言語の統語論研究と言語

運用研究に対して新たな研究領域の可能性

を提示できると考える。 
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